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生老病死の行動科学2016年 第 20巻 pp.25・35 展望論文
Review Article 

高齢者の条件づけと学習

－研究展望ー

Conditioning and learning in older adults: A research review 

（大阪大学大学院人間科学研究科特任研究員）沼田恵太郎 l

(Osaka University, Graduate School of Human Sciences) Keitaro Numata 

Abstract 

This article reviews previous studies concerning conditioning and learning in older adults. An 

interesting topic within older adults’learning ability, the field of classical conditioning and 

verbal learningラbeganto increase in popularity about 15 years ago following the development of 

associative learning. On the other hand, instrumental conditioning research was well-polished 

with the expansion of basic and applied behavior analysis. This paper presents recent studies in 

this area and outlines the key differences between young and elderly people in terms of learning 

ability. The theoretical企ameworkof“associative learning" and “behavior analysis”may be 

use白lnot only for psychological study but also for many areas in gerontological research. Some 

implications of behavioral aging in human learning for 印刷reresearch are discussed. 

Key words: aging, dementia, classical and instrumental conditioning, verbal learning, human 

はじめに

わが国は 2013年には全人口に占める高齢者比率

が25パーセントを超え歴史上類をみない超高齢社

会を迎えた（総務省統計局， 2015）。高齢者の心理

学的・行動学的知見に対する社会的ニーズは今後

ますます高まることが確実であり，研究を質・量

ともに向上させていく必要がある（権藤・石岡，2014）。

本研究の目的は，高齢者の条件づけと学習に関す

る研究を展望することにある。経験による比較的

永続的な行動の変化，すなわち学習 (1伺 ming）は，

認知や行動を研究対象とする領域の中心的概念で

あり，生体の環境適応について種々の知見を提供し

てきた。これまで，学習については様々な立場から

1 Correspondence concerτling this article should be sent to; 
Keitaro Numata, Graduate School of Human Sciences, 
Osaka University, Osaka, 565-0871, Japan (e-mail: 
knumata@live.jp) 

の説明が試みられてきたが，その中でも条件づけ

(conditioning）に基づくアプローチは興味深い問題

を展開し，行動の予測と制御に関して多くの成果を

上げてきた（実森・中島， 2000）。

条件づけと学習は人聞がもっ基礎的な能力で、あり，

その他の認知機能とも密接に関わっている。しかし，

これらの能力がどのように加齢の影響を受けるかと

いう問題については，記憶や知能といった領域ほど

研究がなされているとはいえない。年をとることで

学習能力は低下するのか，高齢者は若年者と比べて

どのような認知的特性を持つのか，調査する必要が

あると考えられる（沼田， 2015）。

本稿では，条件づけと学習の中でも， (1)古典的

条件づけ（classicalconditioning) , (2）道具的条件

づけ（instrumentalconditioning) , (3）言語学習（verbal

le加盟ig）に関する高齢者研究を紹介する。さらに，

これらの実験事態の認知乱題としての有用性や加齢

の影響，認知症の有無との関連について考察し，
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今後なされるべき研究について議論したいと考えて

いる。次節でははじめに，高齢者の古典的条件づけ

に関する最近の研究について概観する2,3 0 

高齢者の古典的条件づけ

「パヴロフのイヌ」とし、う言葉がある。ロシアの

生理学者I.P. Pavlovはイヌの消化腺活動に関する

研究において，唾液分泌量と分泌時聞が口の中に

入れられた食餌の種類と量の関数であることを発見

した。さらに彼はその研究を通じて，餌皿をみたり，

飼育員の足音を聞いたりしただ、けで，イヌが唾液を

分泌することを見出した。つまり，食物などの生物

学的に重要な刺激に誘発される反応は，それに時間

的に接近して呈示された刺激によっても誘発される

ようになる。この現象は，現在では古典的条件づけ

として広く知られている。

古典的条件づけの実験事態では，無条件反応

(unconditioned response: UR）を喚起する刺激，すな

わち無条件刺激（unconditionedstimulus: US）に先行

し，条件刺激（conditionedstimulus: CS）を呈示する。

この操作を繰り返すと 条件刺激にはそれまでには

みられなかった反応，すなわち条件反応（conditioned

response: CR）が出現するようになる（Fi伊re1）。

「パヴロフのイヌ」に関する研究は，動物のみに

とどまらない。ヒトの古典的条件づけ研究で用い

られてきた生理指標は，唾i夜分泌，皮膚電気活動，

血管運動反応（脈波），瞳孔反応，心拍，瞬目反応，

明日下・開口運動など多岐にわたる（古武・宮田，1973）。

これらの事実は，古典的条件づけのメカニズムが

生活体の行動変容における基本原理であることを裏

づけるものである（沼田・宮田， 2011)。

ここでは， 2000年以降になされた，ヒトの古典

的瞬目条件づけ（eyeblink classical conditioning: 

2古典的条件づけと道具的条件づけとしづ用語は Hilgard

& Marquis (1940）に基づくが，他にもパヴロフ型条件づ

けとソーンダイク型条件づけとし、う用語（Rescorla,1967) , 

S型あるいはレスポンデント条件づけ， R型あるいはオペ

ラント条件づけとし寸用語（Skinner,1938）がある。
3本稿で述べる「高齢者」は， 60歳代から80歳代までを

さし， 「若年者」は20歳前後（主に大学生）をさす。

EBCC）に関する研究を中心に4，若年者と高齢者の

問で，どのように条件反応の獲得（acquisition）が

異なるかを考察してする50 なお，条件反応の獲得と

は，条件刺激と無条件刺激を対呈示することで，

条件反応が出現，増強することをさす。

瞬目条件づけ 普段われわれが繰り返すまぶた

（眼険）の開聞をまばたき（瞬間と呼ぶ。瞬日反

応は複数の電極を所定の場所に貼付して電位変化

（単位： mV）を記録する他，ビデオカメラを使用

することでも測定できる（田多・山田・福田， 1991)。

瞬目反応には， (1)試行中の瞬日生起率や， (2) 

目の周りの筋肉変化である驚惇反応（fearpotentiated 

startle: FPS）の強度など様々な指標があり（Lissek,

Powers, McClure, Phelps, W oldehawariat, Grillon, & 

Pine, 2005），被験者の認知活動や覚醒水準を継時的

に評価するために用いられている。

条件反応

Figure 1. 古典的条件づけ手続きと条件反応の獲得

注）条件刺激（CS）は無条件刺激（US）に先行すること

が多い。条件反応（CR）と無条件反応（UR）は各刺激に

誘発される反応で，前者が対呈示を経験しなければ生じな

い習得的行動であるのに対し，後者は経験せずとも生じる

生得的行動であり，外見上，類似していることが多い。

4条件反応の獲得の年齢差について， Klausler( 1991)は

1930年代から 1990年までの知見をまとめ，研究展望を
行っている。また， Woodpuff-Pak(2000）と Green& Wood-

pu年Pak(2000a）は1999年までに得られたヒトと動物の
瞬目条件づ、けについて，包括的なレビューを行っている。

5高齢者の古典的条件づけの研究には，瞬目を指標とした
もの以外に，指ひっこめ反応（Marセ1esco& Kreindler, 1934) , 

皮膚電気活動（Botwinick& Korn出 ky,1960; Shmavonian, 

Miller, & Cohen, 1968, 1970）を用いたものがある。これら

の指標を用いた研究が瞬目より少ないのは，加齢によって

手の震えが生じたり，発汗量が低下するため，条件刺激や

無条件刺激への応答が検出し難くなるためと推察される。
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瞬目条件づけの事態では，無条件刺激として眼球

への空気吹付や顔面への触覚刺激（電撃），または

強音などの聴覚刺激が用いられる。条件刺激として

は純音やブザーなどの聴覚刺激，または光や図形

などの視覚刺激が用いられる。この事態では， CR

の生起に条件刺激と無条件刺激の時間的配置，刺激

間間隔（inter-stimulusinterval: ISI)が重要な役割を

果たす（Fi伊re2）。条件刺激の呈示中，または呈示

直後に無条件刺激が呈示される手続きを延滞条件づ

け（delayedconditioning），条件刺激の呈示後しばら

くして無条件刺激が呈示される手続きを痕跡条件づ

け（回ceconditioning）と呼び，一般には後者よりも

前者で条件反応の獲得は良好である。また，同じ手

続きを用いたとしても，刺激間間隔が長い方が獲得

の程度は小さくなる。これらの事実はPavlov(1927) 

も報告しており，接近の法則 Clowof contiguity）と

して知られ，様々な実験事態で観察される60

A cs I I 

us l、 ，圃・

~・
c cs 「一一寸ド・刊

us IE ご圃．

D CS 「一一寸ド.........

us IE こ圃．
時間

Fi伊re2. 条件刺激と無条件刺激の時間的配置

注） A とBは延滞条件づけ， CとDは痕跡条件づけを

示す。実線矢印は刺激間間隔（ISI)で， AとC，またはB

とDの手続きでは，条件刺激と無条件刺激の呈示タイミ

ングが同じであることを示す（点線矢印の部分は異なる）。

6 Rescorla (1967）は束l臓と刺激の時間的接近だけでなく，
その相関関系，随伴性（contingency）も条件反応の獲得に
影響することを見出した。古典的条件づけの成立には，
接近性だけでなく，複数の要因が関わると考えられている。

The Bulletin of Behavioral Science of Life, 
Aging, Sicknessαnd Death, Vol. 20 (2016) 

加齢の影響最近の研究として， Cheng,Faulkner, 

Disterhoft, & D回mond(2010）は刺激間間隔が850ms

の延滞条件づけと痕跡条件づけの状況で，高齢者と

若年者の学習成績を比較している。その結果，どち

らの条件づけ手続きを用いたとしても，高齢者の瞬

目CRの生起率は若年者より低かった。興味深いこと

に，条件刺激の呈示から瞬目CRが生じるまでの時間

は高齢者より若年者で、遅かった。この傾向は無条件

刺激（空気吹付）の到来の直前に，その準備として

若年者が瞬目を行っていることを示唆しているた

このように，瞬目条件づけの実験事態では，加齢

によって“条件づけられ易さ（conditionability）”の

低下が広く認められる。ここで注意しなければなら

ないのは，高齢者には古典的条件づけが成立しない

訳ではない，という点である。例えば， Woodpuff-Pak 

(2000）では20歳を過ぎてから，瞬目 CRの獲得は

徐々に遅く緩やかになっていくが， 60歳以上の高齢

者でもおよそ倍の時間をかけて対呈示を重ねれば，

若年者と同等の成績に到達することが示されている。

このことは年をとることで「学習能力」は低下する

が，決して失われる訳ではないことを示唆している。

Woodpu旺＇..Pak(2000）では延滞条件づけを用いた

過去の研究を再分析し，刺激間間隔が40伽民500ms,

lOOOms, 1500msの場合における条件反応の獲得を

比較している。また，若年者と中年者（40歳から 50

歳），高齢者の成績の年齢差を比較している。その

結果，刺激間間隔が最も短い400msの条件で， 若年

者の獲得成績は中年者と高齢者よりも良くなった。

また， 500msと lOOOmsの条件で若年者と中年者の

獲得成績は高齢者より良くなったO ただし， 1500ms

の条件で、は年齢差はみられなかった。これらの事実

は， (I)刺激間間隔が短し、条件下で加齢の影響が大

きくなること， (2）中年者でも獲得成績の低下が認

められるが，その在り方は刺激間間隔により異なる

7図lに示すように，古典的条件づけの手続きで条件反応

が獲得される背景には，刺激と反応の結びつき（S-R連合）
と，刺激と刺激の結びつき（S-S連合）が形成されること，
の2通りの過程が考えられる。瞬目条件づけの実験事態で

は長らく前者のメカニズムが有力視されてきたが，近年は
Cheng et al. (2010）のように後者のメカニズムが存在する
ことも示唆されている（詳細は， Clark& Squire, 2000）。
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ことを示唆している80

このように「学習能力」の低下は老年期だけで

なく，中年期でも認められる。Woodpuff-Puk(2001) 

では50代から80代までの被験者を 10年毎の4群に

分け，獲得成績の比較を行っている。その結果， 50

代の時点で瞬目 CRの低下が認められ，それ以降の

年齢層で獲得成績に顕著な低下は認められなかった。

これらの知見に鑑みると， 「古典的条件づけの働き

は高齢者となる前，おそらくは50代以前から低下し

始める」という全体像が浮かび上がってくる。

アルツハイマー型認知症前述の加齢変化は各年

齢層の代表的データに基づいており，そこには多く

の個人差が含まれる。高齢者で、あっても，若年者と

変わらない成績を示す被験者がし、る一方で，中年者

で、あっても高齢者より低い成績を示す被験者もいる。

近年は後者の一因として アルツハイマー型認知症

などの疾患が想定されている。例えば，WoodpuιPak

(2000）では，刺激間間隔が400msの延滞条件づけ

の事態で，ハンチントン舞踏病（Hun白igton’sdisease), 

脆弱X症候群（fragileX S戸idrome），アノレツハイマー

型認知症とダウン症（Down’ssyndrome）の併発，脳

血管性認知症（cerebrovasculardementia），アルツハ

イマー型認知症（Alzheimer’sdisease），健常高齢者

の6群の獲得成績を比較している。その結果，ハンチ

ントン舞踏病と脆弱X症候群，および健常高齢者群

と比べて，脳血管性認知症とアルツハイマー型認知

症，アルツハイマー型認知症とダウン症の併発群で，

瞬日CRは著しく低かった。これらの事実は，認知症

とダウン症の患者では，条件反応の獲得が低下する

ことを示しており，瞬目条件づけの実験事態が神経

心理学検査として有用であることを意味している

8同様の知見は，皮膚電気活動を指標とした研究でも散見
される。LaBar,Cook, To中巳:y,& Welsh-Bohmer (2004）で

は，強音を無条件刺激とした延滞条件づけの手続きを用い，
(1）中年者と高齢者では若年者よりも条件反応が小さい
こと， (2）獲得成績の年齢差が覚醒水準（無条件反応の

大きさ）と意識性（随伴性の気づき）で説明できること，

を示している。意識性は条件反応の獲得の干盟主に関わるが，
その傾向は延滞と痕跡条件づけのどちらを用いるかで異

なるというt旨事商もあり (Bellebaum & Da凶n,2004) ' It舜目
条件づけでも議論されている（Manns,Clark, & Squire, 

2002; Wiens & Ohman, 2002, Shanks & Lovibond, 2002）。

(Woodpuff-Pak& Raber, 2012) 9a 

Green & WoodpuιPuk (2000b）ではヒトと動物の

瞬目条件づけの手続きを整理し，条件反応の獲得に

関する神経団路を図式化している。瞬目 CRの獲得

は脳の海馬（hippocampus）やその周辺部位，および

小脳（cerebellum）のサイズ，小脳にあるフ。／レキンエ

細胞（町江同ecell）の数と関連しており，加齢に

よる学習能力の低下10は，これらの生理的な変化と

対応すると考えられている。

期待される展開 かつて， Hilgard& Marquis 

(1936）はヒトと動物を対象に瞬目条件づけ研究を

行い，（1）ヒトと動物に共通の神経基盤があること，

(2）その能力は普遍的なものであることを述べた。

この主張の通り，古典的条件づけが連合学習の主要

な研究ツールで、あることは間違いない。しかし，

これまで述べてきたように古典的条件づけの機能は

高齢者になっても失われないものの，確実に加齢の

影響を受ける。これらの事実や近年の研究動向に

鑑みると，加齢の影響を調べる 「認知課題」や，

ある種の疾患の有無を調べる「テスト」としての

有用性が浮き上がってくる。今後の展望として，

老年学や医学をはじめ，近接領域との学際的な研究

を行う必要があると考えられる

また，瞬目条件づけの実験事態は，恐怖条件づけ

(fear conditioning）の一種であり，恐怖症（phobia)

などの不安障害のモデ、ルとみなされている。年齢は

恐怖症のリスク要因の一つであるが，興味深いこと

に，その擢患者の数は若年者が最大であるという

指摘もある（Chapman,1998）。このような臨床的知

見は，加齢により瞬目 CRの獲得が低下するという

9その後， Tobia& Woodpuff-Pak (2009）では刺激間間隔

が400msの延滞条件づけの事態で， (1）脆弱X症候群の
患者は健常者よりも獲得此績が悪いこと， (2）脆弱X症
候群の患者の中で、も高齢グループ。の瞬目 CRは若年グル

ープよりも低いこと， (3）ある種の疾患を有していたと

しても訓練を繰り返すことで健常者と遜色ない水準で
行動変容ができること，つまり可塑性をもつことを報告
しているo Woodpu年Pak(2000）との知見の不一致は，年

齢のコントロールの問題として理解できる。
10 Woodpuff-Pak (2000）は，条件づけ成績の良し、被験者

は悪い被験者より， 言語の流暢↑生（wordfluency）や時計

の描画（clockdrawing）テストでの課題成績が良好である

ことを示しており，学習と認知機能の関連を指摘している。



実験事実と，一見，対応しているようにみえる110

不安障害の問題に関連して，条件反応の消去

(extinction）に関する知見の収集は重要である120 

一つの可能性として，加齢は恐怖症などの不安障害

のリスクを下げるのかも知れない。ただ、し，それは

不安障害に擢患した高齢者の治療が若年者より困難

であることも示唆する（Klausler, 1991)。しかし

ながら，過去の瞬目条件づけの加齢研究では， 主に

獲得の側面に焦点が当てられており，加齢によって

消去の過程がどのように影響されるかについては，

ほとんどエビデンスが集積されていなし＼今後の展

望として，条件反応の獲得だけでなく，消去の加齢

変化にもアプローチする必要があると考えられる。

高齢者の道具的条件づけ

「ソーンダイクの問題箱」としづ言葉が知られて

いる。アメリカの心理学者E.L. Thorndikeは，動物

の知能に関する研究において，ネコが餌を求めて

閉じ込められた箱から脱出すること，脱出に要する

時間が試行を重ねる毎に短縮されることを発見した。

さらに彼は研究を通じて，ネコの行動が経験により

洗練される過程が，餌による報酬効果と関係する

ことを見出した。前者は道具的条件づけ（ins町田ntal

conditioning），後者は効果の法則 (lawof effect）と

して広く知られている（百iomdike,1898, 1911）。

道具的条件づけの実験事態では， 生体が示す特定

の行動に随伴して，↑知直な経験を伴う報酬（reward)

や，不快な経験を伴う罰（punishment）を呈示する

(Fi伊re3）。この操作を繰り返すことで，報酬に

先行した行動の生起頻度は増加し，罰に先行した

行動の生起頻度は低下することになる。

11 Ikvovich, Eckerrman, Krasnegor & Stanton (2000）は乳児
でも瞬目条件づけが成立すること， Sears& Steinmetz 
(2000）では生後1ヶ月から6ヶ月にかけて，就学児（6
歳から7歳）にかけて，そしてそれ以降も発達することを
示している。興味深いことに，幼児期と老年期の条件反応

の獲得にはいくつかの類似点が観察される。
12条件刺激を単独呈示することで，条件反応は減弱する。

この現象を消去と呼ぶ。条件反応の消去に関する研究は暴
露療法（expos町etherapy）など，問題行動の治療に関する

新しい知見を提供している（中島， 2007）。
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「ソーンダイクの問題箱」に関する研究もまた，

動物のみにとどまらない。例えば，ヒトの道具的

条件づけ研究では，行動はもちろんのこと，前節で

述べたような自律神経系活動や，脳波などの中枢

神経系活動もその指標となることがある（Lecomte&

Juhel, 2011）。この事実は，道具的条件づけのメカ

ニズムが生活体の行動変容における基本原理で、ある

ことを裏づけるものである（Mazur,2006) 13 0 

興味深いことに，道具的条件づけ研究を大きく

発展させたアメリカの心理学者である B.F. Skinner 

は“Enjoyold age”と題した論文で，老化へと適切に

対応するための原理として，道具的条件づけの役割

を議論している（Skinner& Vaughan, 1983）。その

他にも加齢の問題を行動主義の立場から捉えようと

する試みがなされている（Balt田＆Barton, 1979）。

わが国でも加齢と道具的条件づけの関係について，

文献レビューや考察が行われており（河合， 1996)' 

“行動加齢学（behavioralgerontology）”の概念も

提唱されている（坂上， 1996）。ここでは， 1990年

以降になされた14，ヒトの道具的条件づけに関する

基礎研究と応用研究を題材に，高齢者の学習の問題

について考察する。

基礎研究：報酬を用いた行動変容 Klausler(1991) 

は過去研究のレビューから 精神疾患をもっ高齢者

先行事象 ，ー 後続事象 -
刺激＼〈弁別〉 んー」＼（強化） ιーー＼
状況:J －→収~） 百ず〔結果）
｜ 条件行動 ム

〈習得的行動） I 

Fi別問3. 道具的条件づけ手続きと条件行動の獲得

注）刺激状況は反応に先行するもので，報酬などの結果は

反応に後続するものである。反応に結果が随伴することで

生活体の反応は変化し，その在り方は刺激尉兄に依存する。

13 このような学習が成立する背景には，刺激状況と

反応の結びつき（S-R連合），刺激状況と結果の結びつき

(S-S連合），反応とその結果の結びつき（R-0連合），
の3通りのメカニズ、ムが考えられる。

14道具的条件づけの加齢変化について， Klausler( 1991) 

では1930年代から 1990年までの知見をまとめ，研究展望
を行二っている。
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やアルツハイマー型認知症の患者，自宅介護を受け

ている高齢者では，正の強化（positivereinforcement) 

が有効に作用することを示している。正の強化とは

報酬などの結果事象の出現により，直前の行動の生

起頻度が増加することをさす。これらは臨床的な知

見に基づくものであるが，近年では実験室実験でも

この考えを支持するデータが報告されている。

例えば， Plaud,Plaud, & von Duvillard ( 1999）では，

高齢者と若年者（大学生）を対象に，道具的条件

づけの獲得成績を比較している。この研究ではPCを

用いたビデオゲーム課題が用いられ，被験者はキー

を押すことで，一定のポイントを得ることがで、きた。

キー押しとポイントの関係は刺激状況（画面に赤か

緑の図形があるか）によって変動するようになって

いた。その結果，若年者でも高齢者でも刺激状況に

よってキー押しの頻度は異なり， 一部の条件で反応

率は高齢者よりも若年者で、高かった。この研究は，

(1)高齢者で道具的条件づけが成立すること， (2) 

行動の柔軟性は若年者より低下すること，を示唆

している。

Spira & Edelstein (2007）はアノレツハイマー型認知

症の患者と健康な高齢者を対象に，道具的条件づけ

の獲得，消去，自発的回復（spontaneousrecovery) 

の成績を比較している。自発的回復とは，一度獲得

し消去された反応が時間経過によって復活すること

をさす。この研究では PCを用いたビデオゲーム課

題が用いられており，被験者はキーを押すことで，

一定のポイントを得ることができた。キー押しとポ

イントの開系は，セッション毎に異なっていた。そ

の結果，アルツハイマー型認知症の患者では健康な

高齢者とほぼ同数の条件行動が獲得されたが，セッ

ションの違い，すなわち報酬が与えられる強化スケ

ジュールの変更に鈍感で、 消去後の自発的回復を示

さないことが示された。この研究は， (1)アルツハ

イマー型認知症などの疾患によって道具的条件づけ

が影響されること，ただし（2）その機能は決して

失われる訳でなく，訓練を重ねれば健常な同世代に

匹敵する水準の行動を獲得可能であること，を示唆

している。

応用研究：行動分析学とリハビリテーション行

動分析学（behavioranalysis）は，ヒトや動物を対象

とした種々の実験的研究によって導き出された行動

変容の原理や技法を用いて， 日常生活で問題となる

行動の改善やより良い環境適応を支援することを目

的とする，学問体系のlつである。道具的条件づけの

知見を中心に，不適応行動の低減などを標的として

クライアントの反応の増減を観察・操作する。

近年では，教育場面の他，要介護高齢者の不適応

行動など，医療・介護の場面でも応用され，大きな

成果をあげている（宮， 2011）。また，この立場

から介護場面などの生活の質（qualityof life: QOL) 

の考察も行われ（長谷川，2012；長谷川・福島，2012),

老年学分野との学際的な研究も行われつつあるO

わが国では行動分析学の立場から， リハビリテー

ションの研究に寄与することを目的として，新たな

学術雑誌（行動リノ、ビリテーション）も刊行されて

いる。道具的条件づけの原理や技法を用いた応用研

究は，さらに発展していくことが予想される。

期待される展開 これまでに述べてきたように，

道具的条件づけもまた加齢の影響を受ける。エビデ

ンスの集積はまだ十分とは言えないが，道具的条件

づけが生活体の環境適応を考えるうえで有用な知見

を多く生み出す実験事態であることに疑し1の余地は

ない。今後の展望として，基礎研究と応用研究の

双方で研究を進めていく必要がある。

基礎分野で研究が待たれるのは，負の強化

(negative reinforcement）の問題である。負の強化と

は罰などの結果事象の消失により，直前の行動の生

起頻度が増加することをさす。不快な経験をするこ

とをさける回避行動や逃避行動は，その好例である。

恐怖症などの不安障害では特定対象を回避すること

が行動的側面と して問題となるが，高齢者を対象と

して負の強化やその消去を検討した研究は，現状，

ほとんど、見当たらない。

近年，若年者を対象とした研究では，正の強化と

負の強化事態で獲得される行動が等質であるか否か

が議論されている（堀・沼田・中島， 2014）。加齢

により負の強化です蔓得される行動も影響されるのか，

正の強化は負の強化よりも有効に作用するのか，と

いう問題は心理臨床とも関連するため，さらなる

研究の進展が待たれる。こうした試みで、は 10歳毎に

年齢を比較するなど，加齢の影響についてより詳細
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にアプローチする研究も重要になる。

また，応用分野で、研究が待たれるのは，高齢者で

新しい様式の行動がし、かに獲得されるかに加え，

(1)獲得した行動がどの程度維持されるか，仮に

時間経過により失われた場合 (2）どのように再獲

得されるか， (3）その在り方が文脈（context）の

影響をし、かに受けるか，の 3点である。 l点目は

行動変容の持続時間の問題であり，訓練の効果を

保つためにどのような環境の調整が必要であるか，

を考える上で役立つ。 2点目はかつて支援なしに

自発していた行動が加齢により失われた場合，どう

すれば再び自発できるようになるかを探る足がかり

となる。 3点目は在宅介護から施設介護へ移行する

などの環境変化により，行動の生起頻度やレパート

リーが変化することの理解につながると考えられる。

高齢者の言語学習

久々に知人と再会したものの，顔と名前が一致せ

ず，踏み込んだやり取りができない，という経験は

誰にでも心当たりがあるだろう。これは対連合学習

(paired-association learning）と呼ばれる， 言語学習

の一形態である。対連合学習は記憶の研究法の一種

であり，この例における「知人の顔」は刺激項，

その「名前」は反応項と呼ばれ，対呈示の手続きに

よってこれらが結びつくこと（S-R連合の形成）が

期待される。通常，被験者には対にされた二つの項

目のうち，第一の項目（刺激項）に対して，第二の

項目（反応項）を答えられるよう学習させる手続き

が用いられる。この事態は，連合学習の過程を研究

する目的で多くの研究に用いられてきた。興味深い

ことに，その知見は加齢や認知症の問題とも密接に

関わっている。ここでは2000年以降に登場した，言

語学習の新しい考えを紹介し，今後の展望を述べる。

加齢の影響 Naveh-Be吋加tin,Guez, Kilb, & Reedy 

(2004）は顔と名前を用いた対連合学習の事態で，

高齢者と若年者の年齢差を比較している。この研究

では，被験者は顔と名前の組み合わせを学習した後，

顔と名前の再認，および頭から連想される名前や，

名前から連想される顔の再認を求められる。被験者

The Bulletin of Behavioral Science of Life, 
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のうち，若年者には二次課題として聴覚呈示される

音の中から，特定の音だけに反応する選択反応時間

(choice reaction time: CRT）課題を行わせる分割注意

群と行わせない全注意群を設け，高齢者と比較した。

その結果，顔再認，名前再認，顔と名前の連合再

認、の順に再認率は低下した。顔再認では全注意群

（若年者），高齢者，分割注意群（若年者）の順に

再認率は低かった。名前再認では全注意群（若年者）

と高齢者に比べ，分割注意群（若年者）で再認率は

低かった。顔と名前の連合再認では，全注意群（若

年者），分割注意群（若年者），高齢者の）｜闘に再認

率は低かったO これらの事実は， (1)加齢により「顔

の見覚え」は低下するが， 「名前の見覚え」は低下

し難いこと， (2）高齢者で「顔と名前の不一致」が

生じ易いこと， (3）加齢の影響は注意の要因だけで

は説明できないことを示唆している。

対連合学習の課題成績の低下については， 「顔と

名前」の他， 「単語と単語」や「非単語と単語」の

事態でも類似の知見が報告されており（Naveh-

Benjanlin, 2000, 2002; Naveh-Benjanlin, Hussain, Guez, 

& Bar-On, 2003），高齢者では刺激項と反応項の結び

つきを学習したり想起することが苦手になることが

示唆されている。この考えは連合失敗仮説（associ-

ation deficit hypothesis: ADH）として知られている。

期待される展開最近の研究では，顔と名前の対

連合学習の成績がアルツハイマー型認知症の患者で、

低下すること（Tak& Hong, 2014) , 「顔と名前の不

一致」の増加がアノレツノ＼イマー型認知症の初期段階

でみられることが示されている（Papp,Amariglio, 

Dekhtyar, Roy, Wigman, Ba町ifo,Sherman, Sperling, & 

Rentz, 2014）。これらの事実は対連合学習の事態が，

神経心理学検査として有用であることを示唆する。

おわりに

古典的条件づけと道具的条件づけ，および言語

学習の側面に焦点を当て，比較的最近に発表された

高齢者の条件づけと学習の研究内容を紹介した。

(1）条件づけに加齢の影響がみられること， (2) 

認知症などある種の疾患の有無との関連がみられる
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こと， (3）各事態で高齢者に関する知見が蓄積され

てきたことが示せたのではなし1かと思う。近年，

古典的条件づけと言語学習については「神経心理学

検査」としての有用性に関する知見が蓄積され，

道具的条件づけでは 「基礎」としづ枠を超え，過去

研究の知見を 「応用Jに結びつけようとする動きも

出現している。これまでみてきたように，高齢者と

なって条件づけや学習の機能が失われることはない。

しかし，その個人差は大きく，機能の低下をし、かに

査定するか，失った機能をどのように訓練によって

補うかが重要となる。今後の展望として，条件づけ・

学習課題の認知症のテストとしての精度の検証や，

記憶などの他の認知課題との関連性の検証，加齢に

よる機能変化のメカニズ、ムの研究を行う必要がある。

また，リハビリテーションについては行動分析学で

用いられている諸技法が多様な被介護者の行動変容

にどの程度有効なのか，引き続き調査していく必要

がある。

条件づけと学習は人聞がもっ基礎的な能力で、あり，

その他の認知機能とも密接に関わっている。紙幅の

都合上，詳しく触れることはできなかったが，これ

らのトヒ。ックについては，近年，意思決定や判断と

の関連も指摘されており（沼田， 2015)' 「それ

までにできていたことができなくなる」としづ喪失

の側面だけでなく，低下した能力を別の機能で補う，

補償的な観点からも年齢差について議論がなされて

いる。本稿で示したように，条件づけと学習の研究

では加齢による喪失の側面が強調されがちであるが，

今後さらに研究が進むことで補償の問題や， 「年を

とると何が変わるのだろうか」としづ疑問の答えを

提供できるようになることは間違し、ない。高齢者の

学習研究の発展が期待される。

そして本稿では最後に， 20世紀イギリスの文学者

C. S. Lewisの「新しい目標を持ったり，新しい夢を

みるのに，歳をとりすぎたということはなしリとい

う言葉に触れておきたい。高齢者を含むすべての

人々が健康で生きがいをもち，安心して暮らせる

社会をどのように実現するか，はわが国にとって

重要な問題である（文部科学省， 2012）。生涯学習

の概念が示すように，若年者と同様，高齢者も新し

いことにチャレンジし生きがし、を見出す時代である

が，その支援には高齢者そのものの理解を欠かすこ

とはできない。しかし，高齢者を対象とした学習研

究は十分とはし1えず，加齢と学習能力の関連につい

て不明な点は多い。さらなるエピデンスの集積が

必要である。
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